



















































































































































































































































































































































万 グループ 親密保険会社 再　編　内　容










③ 日本生命 日本生命，ニッセ 一　同和火災・ニッセイ損保：2001年4月に含併
イ損保，同和火災 一　日本生命・同和火災，三井海上・住友海上：
2000年ユO月に業務提携
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社　名 破綻蒔期 予定利率 処　理　内　容
日産生命 1997隼4月一葎2．75％ あおば生命に包括移車云
東郵生命 1999隼6月一律1．50％ G　Eエジソン生命に包括移転
第一火災 2000隼4月未定 保険契約者保護機構に移転
第百生命 2000隼5月一律1．O％ カナダ系のマニュライフ・センチュリー生命に移転
大正生命 2000隼8月未定 大和生命とソフトバンク・ファイナンス株式会祉の合弁
会社に契約移転
千代田生命 2000隼10月未定 更生計画策定中（A　I　Gが支援）
協栄生命 2000隼10月未定 更生計画策定中（米プルデンシャルが支援）
東京生命 2001年3月未定 更生計画策定中
（出奥）各種資料から筆者が作成
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　表3で示したように，保険会社の倒産の際には，保険契約者もその貢任を負
うこととなった。第百生命保険相互会社の処理では，その時点まで積み立てた
責任準傭金を大部分の契約で1割削減し，さらに契約者に対する保証利回り
（予定利率）をこれまでの平均年里．46％から一律ユ．0％に引き下げた。その結
果，貯蓄性の高い個人年金保険では最大83％減額される場合が発生するな
と制，契約者にとって厳しい内容となった。このような状況下で，ソルベン
シー・マージン比率は，保険会社の財務の健全性に対する契約者の判断資料と
して，1998年度決算から公表されており，それが他社に比べて低くなった場合
は，解約が急増するといわれている鯛。しかし，保険会社の財務内容を判断で
きない保険契約者は，保険会杜の規模を保険加入時における選択基準とする傾
向がある。このような状況に対応するため，保険会社各社は，規模を大きくし
ようとして・経営統合又は合併を選択している。大和生命保険相互会社は，同
社とソフトバンク・ファイナンス株式会社の合弁会社である「あざみ生命保険
株式会社を新設し，経営破綻した大正生命の受け皿となったこと㈱はそれを証
明している実例でもある。このような事態に対応し消費者に存在感を示すた
め，保険会社各社は合併または経営統合を選択するか目指すようになった。
V．結論
　保険業界再編の目的は，次のように要約することができる。第一に，総合金
融化に対応するためである。これまでも大手生命保険会社は損害保険子会社
を，大手損害保険会社は生命保険子会社を保有しており，各社が生損保クロス
マーケティングを独自に展開してきた。しかし，2000年8月に募集代理が解禁
されたことによって，生損保相互聞に相手の代理店となることが可能となっ
た。また，200ユ年4月からは，銀行による保険の窓口販売が始まる。このよう
な状況下で，生損保各社は，子会社による単独展開には限界があると認識し
て，急いで生損保間の提携または統合を行う一方で，子会社の合併・統合を行
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うようになった。第二に，料率競争に対応するためである。損害保険分野では
自動車保険を中心に料率競争が激化しており，生命保険分野においても料率競
争が始まっている。このような料率競争は，インターネットによる比較情報に
よって加遼している。この料率競争に対応するためには，経営の効率化が必要
であり，そのために合併・経営統合または業務提携を行うようになった。第三
に，保険会社が倒産したときには，保険契約者も責任を負うこととなった。そ
の結果，消費者が，財務内容または保険会社の規模によって保険会社を選択す
るようになり，財務内容が健全でないか規模の小さい保険会社は契約の獲得が
むずかしくなった。保険会社各社は，これに対応して消費者に存在感を示すた
めにも，保険会社が合併または経営統合を選択するようになった。
　このような保険業界再編は，金融4大グループの影響を受けながら進行して
いる。日本生命保険相互会社と東京海上火災保険株式会社のように自ら保険グ
ループを形成する例も見られるが，日本生命保険相互会社を含む殆どの生損保
は銀行との結束をも強めている。保険業界再編の方法として，損害保険会社の
問では合併も多く行われたが，相互会社形態が多く逆ざやなどで財務内容の評
価が難しい生命保険会社の間ではまだ1件もない。また，生損保の間では，経
営統合又は業務提携により機能的な結含が行われている。業務提携は，同業種
または異業種に関わらず行われた。このような業務提携の際には，資本関係を
強化する内容を含む場合が非常に多く，将来的に経営統合または合併に発展す
る可能性が大きい。
　その結果，生命保険と損害保険の垣根を越えた総合保険グループが相次ぎ誕
生することで，生命保険と損害保険，「第3分野保険」の機能を併せ持った一
体型の保険商品の登場を可能にしている。一体型の保険商品は，消費者の二一
ズに応じて生命保険と損害保険を選択的に一枚の保険証券で担保することがで
き，保険事故発生の際は，すべての保険金が漏れなく受け取れる。また契約ご
とに複数の契約を一括して管理する総合保険口座の導入も進んでいる。このよ
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うな保険業界の再編は今始まったばかりであるが，既存の業務範囲を事実上撤
廃する方向で行われており，それは日本版ビッグバンが意図したものであると
いえる。
劃1〕公定歩合は，1990年の6．0％から下げ続け，1995年9月8日以降0％台を維持してい乱さら
　　に，短期市場金利（無担保コー，いオーバーナイト物）をゼロ％に近づけたゼロ金利政策が1999
　　年2月から2000隼8月まで実施された苗
　（2）早期是正措置は，米国で1980隼代後半から急増した金融機関の破綻によって預金保険基金が底
　　をついたことを背景に，預金保険基金の損失を抑制するため，1991年違邦預金保険公社改善法
　　（Federal　D畠posit　I口suran㏄Corporabon　I皿provem㎝t　Act；FDlCIA）によって初めて導入され
　　た。
　（3〕　「金融監督庁」として出発したが，2000年7月ユ日に「金融庁」に改造され，2001年ユ月6日
　　に内閣府の外局となった。金融制度の企画・立案と銀行・保険会社・証券会社に対する監督権を
　　有する。
　（4）1997隼6月に改正された独占禁止法（1998年3月施行）によって認められた持株会社を利周し
　　て企業グルーブを繕成することを経営統合とい㌔
　15〕再編は，合傍と経営統合を意味する湯合が多いようであるか，本稿では，合併・経営統合・業
　　務提携を含む意昧として使用する。
　16〕2社合計の社員数9，000名を7，000名に，営業拠点数548拠点を330拠点に，損害調査拠点296拠
　　点を210拠点にする計圃である｛合計値は1998牟末基準）。
　17）事業賓率は，日本火災39．8％，輿亜火災39，5％（1998年度墓準）であった。
　18〕総資産5兆7平億円，正味収入保険料マーケットシェア17％，代理店数10万店（1999隼3月末
　　基準）となる曲
　（9〕三井海上の関遵会社には，三井みらい生命，三井海上アセットマネジメントなどがあり，住友
　　海上の関違会社には，住友海上ゆうゆう生命，住友海上アセットマネジメント，住友海上リスク
　　総合研究所などがある。
　但旬　トヨタ自動箪は，世界15カ国の金融子会社ユ6社で自動車ローンなどを行づているが，これらの
　　16社を傘下におく「トヨタフ7イナンシャルサーピス（T　F　S）」を設立した。
　ω　Try＆Discover（挑戦と発見）鉋
　胸　日本火災は，1999隼11月16日に加わった。
　閥米国に本拠を置＜A　I　Gグループ傘下の損害保険会社である邊日本で営業を行っている同グ
　　ループの保険会社は，アリコジャパン，アメリカンホーム保険会社，ジェイアイ傷害火災保険株
　　式会社がある竈
　㈹　安囲火災海上保険株式会社は，200ユ隼1月4日に，ユNAひまわり生命保険株式会社の株式を
　　追加取得（6脇）して子会殺化し，2001隼ユ月10日付で社名を「安田火災ひまわり生命俣険株式
　　会社」に変更した鉋
　㈹　2000年8月10目，株式会社さくら銀行・住友海上火災保険株式会社・株式会社住友銀行・住友
　　信託銀行株式会社・住友生命保険楯互会社・中央三井信託銀行株武会社・三井海上火災保険株式
　　会社・三井生命保険相互会社の8社が，確定拠出年金事業を共同で行うジャパン・ペンション・
　　ナピゲーター株式会社を設立した。
　㈹住友生命は，約ユ千万人の顧客のうち350万人にキャッシュカードを発行し，自社のATMな
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　どを通して契約者貸付を受けられるようにしている。年問の貸付件数は絢150万件に上り，契約
　者は平均で1件あたり約8万円を借りている（r日本経済新剛2001年3月7日）。
帥　さくら銀行は東京を中心とする関東地方に営業基盤を持って小売り金融に強い銀行であり，住
　友銀行は大阪を中心とする関西地方に営業の基盤を持って富裕層を対象にする営業を得意とする
　銀行である。
⑱2000年3月に同グループ結成の発表時に参画していたあさひ銀行は，同年6月に同グループか
　ら醗脱した。
㈱　内国生命保険会社48社のうち14社が相互会社であり，内国損害保険会社36社のうち2社が相互
　会杜である（2001年I月末現在）。
陰◎損害俣険商品である住宅貸出関遵の長期火災保険と生命保険商品である貸し出し関連の団体信
　用壷命保険に対しては，2001年まで銀行の保険販売を認めることを諾問した。
㈱金融庁は規制の見直しに加え，顧客保護の強化を目的とした窓販のルールも固めれ①融資な
　どを絡ませて保険商品を販売する「抱き合わせ販売」を禁止する，②預金・決済で得た個人情報
　を保険商晶の販売で流用を認めない，③相場の変動など保険商品に対するリスクの説明を義務付
　けるなどである。
㈲損害保険については販売商品の対象に住宅ローン関連の長期火災保険に加え・海外旅行傷書保
　険や債務返済支援保険も新たに加えられた。
鯛保険業法施行令第38条12001年4月ユ日施行）参照。
幽大手生命保険会社7社の銀行系列代理店は2001年3月末までに前隼同月より5倍近く増えて合
　計で延べ約300店になる見込みである（r日本経済新剛2C01年n月ユ日）。
㈱料率算出団体が算出する料率には，基準料率と参考料率がある。基準料率は，自賭責保険と地
　震保険に適用される実際には全社画一的な料率である。
㈱保険スクエアバン（http：〃www上a口答oo－jp／i口tro），イーエフピー株式会社（http＝〃www．e－ho－
　k帥．com）、保険ショップまふまふ（http＝〃www皿afmafco皿），インズウェブ株式会社
　　／http＝〃www加sweb．coJp），保険M＠rket（http：〃www－aeomarke亡com）などがある。
㈱　ソルペンシー・マージン比率とは，予測を超える危険を評価した金額の半額（1／2）に対する
　資本金などの余裕資金の百分率であることから，予測を超える危険を評個した金額に相当する余
　裕資金を保有していることを意味する数字は200％とな乱
㈱すべての元受保険会社がそれぞれの保険契約者保護機構に強制加入され，負担金は事前に拠出
　される。2001年1月20日現在，損書保険契約者保護機構に56社，生命保険契約者保護機構に48社
　が加入している。
㈱　白賠責保険，家計地震保険はユOO％補償される。
臼⑪特例措置によって，2001隼3月末まで，個人年金保険・財形保険・財形年金保険の責任準備
　金，および個人保険　団体保険　医療保障保険就業不能保障保険における死亡保険金なとは全
　額補償される。
臼力　bttp＝〃www，daihyak1］＿lif巳cojp
鯛　ソルベンシ］マージン比率は，その算出における問題もあるが，倒産する直前年度の2000隼3
　月末で千代田生命が263％，協栄生命が2ユ0％の段階で解約が急増したといわれる。
㈱2001隼2月23日に保険契約の移転契約に調印した。
　（参考文献）
ω毎日保険新聞1損保版）。
（2〕　目本経済新聞血
13）朝日生命保険相互会社（http：〃wwwas北i－1if巳co－jp）。
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ω　アメリカンファミリー生命保険会社（http＝〃www，anac．c似jp〕。
｛5〕　AlU　（http：〃www．aiu．coJp〕。
（6〕共栄火災海上保険相互会社（http＝〃www．kyoeikasai．cojp）
（7）冥亜火災海上保険株式会社（http1〃www．ko乱cojp）。
18）興亜火災まごころ生命保険株式会社（http1〃www．ko乱㏄」p／1・fe伽d眺．htm）。
（9〕住友海上火災保険株式会社（http＝〃wwwsmito1皿omarine．cojp）。
血O住友海上ゆうゆう生命保険株式会社（http：〃www．sumitoエ皿omarine．coJp／yu－y。）。
ω　僅友生命保険相互会社（http：〃www追umito皿ohfe．剛p）。
⑫　第一火災海上保険相互会社（httpl〃ww双daiichi－ka舶1．cojp）。
㈹　第一生命保険相亙会社（http：〃wwwdai－ichi－life．co』p）。
ω　大成火災海上保険株式会社（http：〃www．taiseikasal　co』p〕。
㈹　大東京火災海上保険株式会社1httpl〃www．d宮itokyo．cojp〕。
O㊨大東京しあわせ生命保険株式会社（http：〃www．daitokyo，cojp／11fe／md帆html）。
帥　大同生命保険相互会社（http＝〃wwwdaldo－hfe．co」p／top．html〕。
蝸　太陽生命保険相亙会社（http：〃wwwta1yo－sei皿ei．cojp／indexhtm）。
血旬大和生命俣険相互会社（http＝〃www．yamato－1ife．cojp）。
㈱　千代田火災エビス生命保険株式会社（http：〃wwwchiyoda－fire．coJpノ喧bisu／lndex．htm1）。
㈲　千代田火災海上保険株式会社（http：〃www．chiyoda一土ire．co－jp）。
吻　第百生命保険相互会社くhttp：〃wwwd訓hyaku－life．cojp）。
㈱　東京海上火災保険株式会社（http・〃www．tokiom趾ine．co』p）。
㈱東京海上あんしん生命保険株式会社（http．〃榊w．toki㎝趾me41｛e．oojp）。
同和火災海上保険株式会社（http：〃www．dowafire．cαjp）。
同和生命保険株式会社（http＝〃wwwdowalifecojp）。
日産火災海上保険株式会社（http：〃wwwmss拠一ins．co』p）。
日新火災海上保険株式会社（http：〃wwwnisshinfire，coJp）。
日動火災海上保険株式会社（http・〃www．皿ichido．cojp）。
日動生命保険株式会社1http：〃wwwnichido．co．jp／seimei／i口d甑．html）。
ニッセイ損害保険株式会社（http．〃www．nichidocojp）。
日本火災海」二保険株式会社（http：〃wwwniho皿kasai．cojp）鉋
日本火災パートナー生命保険株式会社（httpl〃www　niho皿kasai．cαjp／partmr1ife／i皿dex．html）。
目本生命保険相互会社｛http：〃www皿iss帆co』p／mdex〇一htm）。
富国生命保険相互会社（http：〃www，fuko㎞一11fe．co－jp）。
富士火災海上保険株式会社（http1〃www．fu」ikasal，cojp）竈
㈱富士生命保険株武会社（hゆ1〃www．王ujikaS邑i，CO』p／Seimei）。
鯛　マニュライプ・センチュリ］生命保険株式会社（http＝〃www．mamhfe．cojp）。
鯛　三井海上火災保険株式会社（httpl〃www皿itsui皿arine．cαjp）。
㈹
幽
綱
㈹
㈱
鯛
㈱
三丼生命保険相互会社（httpl〃www、皿itsui－seimei．cojp〕。
三丼ダイレクト損害保険株式会社（http1〃www．mitsui－di・ectcojp）竈
三井みらい生命保険株式会社（httpl〃wwwmitsuト皿irai．c皿jp）竈
明治生命保険相互会社（http二〃榊wme1ji－1ife．co］p／top．htm1）。
明治損害保険株式会社（h晦＝〃皿eiji一騨ne捌．肋apc　cojp）。
安田火災海上保険株式会社（h悦p＝〃ww帆y割suda．cojp）。
安囲火災ひまわり生命保険株式会社（http：〃www－yasuda－1ife．cojp〕邊
鯛安田生命保険相互会社（http：〃www．yasud目一1ife．cojp）。
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